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小野薬品工業株式会社　城東製品開発センター
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鶴見区

八木 明

令和５年度西区女性防火クラブ役員会

　小
野
薬
品
工
業
株
式
会
社

は
、
1
7
1
7
年
の
創
業
か

ら
、
3
0
0
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
超
え
て
、
さ
ら
な

る
挑
戦
に
向
け
た
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「病
気
と
苦
痛
に
対
す
る

人
間
の
闘
い
の
た
め
に
」
と

い
う
企
業
理
念
の
も
と
、
が

ん
、
免
疫
、
神
経
、
ス
ペ
シ
ャ

リ
テ
ィ
の
領
域
を
中
心
に
、

独
創
的
か
つ
革
新
的
な
新
薬

を
創
製
し
、
世
界
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
闘
え
る
開
発
型
国
際

製
薬
企
業
を
目
指
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　小
野
薬
品
工
業
株
式
会
社 

城
東
製
品
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、

東
成
自
衛
消
防
協
議
会
に
お

い
て
長
き
に
わ
た
り
協
議
会

役
員
を
務
め
、ま
た
、東
成
危

険
物
防
火
協
議
会
の
副
会
長

に
も
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　東
成
自
衛
消
防
協
議
会
で

の
自
主
防
災
力
、
知
識
の
向

上
に
努
め
る
だ
け
で
な
く
、

東
成
危
険
物
防
火
協
議
会
と

し
て
も
東
成
消
防
署
と
連
携

し
、
想
定
訓
練
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鶴
見
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
鶴

見
区
各
連
合
振
興
町
会
に
結
成
さ

れ
て
い
る
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
、

令
和
６
年
4
月
現
在
全
12
連
合
総

勢
60
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

昨
年
6
月
久
し
ぶ

り
に
全
ク
ラ
ブ
員
が

集
合
し
て
の
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
昨
年

1
月
１
日
に
発
生
し

大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
能
登
半
島
地

震
の
現
地
映
像
等
を

見
な
が
ら
、
み
な
さ

ん
が
真
剣
に
い
つ
か

起
こ
る
で
あ
ろ
う
災

害
に
対
し
て
「
各
地
域

に
お
い
て
も
災
害
に

備
え
る
重
要
性
を
積

極
的
に
訴
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
備
え

の
重
要
性
を
確
認
し

合
い
研
修
は
終
了
し

ま
し
た
。

こ
の
研
修
の
他
、

各
地
域
ご
と
に
阿
倍
野
防
災
セ
ン

タ
ー
で
の
研
修
や
各
会
館
で
の
防

災
研
修
・
救
命
講
習
等
を
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
、
年
度
末
に
か
け

て
は
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
・

稲
村
の
火
の
館
等
で
の
研
修
も
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
鶴
見
区
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
は
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
の
思
い
で
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
災
害
に
強
い
安

全
な
ま
ち
」
鶴
見
区
を
目
指
し
活

動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

弊社は、業務上危険物を保管
ならびに使用しております。自衛
消防隊では、東成消防署のご指
導の下、毎年消防訓練を実施し、
職員の火災予防の意識向上に努
めております。今後も、地域の皆
様と連携し、東成の安全な街つく
りに貢献してまいります。
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警防課　堀尾　侑祐
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令和６年11月９日（土）秋の火災
予防運動に伴うオープニングイ
ベントが開催されました。
写真は、イベントで華麗な書道
パフォーマンスを行っていただ
き、火災予防１日PR大使に任命
された大阪府立大手前高等学校
の書道部のみなさんとその作品
です。



警防課　堀尾　侑祐
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うちのハムスター２匹の紹介をします。
白い方はクリームバンデッドサテンという種類の「つむぎ」２歳２か月女の子。

黒い方はクロクマという種類の「くぅ」１歳９か月男の子。　
　この白い方の「つむぎ」は脱走の常習犯で、
いつの間にか小屋に穴を開けて脱走してしまいます。
あるときは脱走して玄関の靴の中に居たり、
またあるときは脱走して目が覚めると枕元の目
の前にちょこんと居たり。
そんな「つむぎ」は先日２歳２か月でこの世
を去ってしまいました。いたずらばかりで大変
でしたが、本当にさみしい、悲しいです。
残された黒い「くぅ」は、真逆でスーパー優
等生。脱走どころかいたずらもしません。それ
はそれで、めちゃかわいいです。
ハムスターでは珍しく、人の手の上でご飯を食べてくれます。人を
かむこともないので子どもたちの手の上でも大人しくいてくれます。
「つむぎ」の分も精一杯かわいがって大切にお世話していきます。

規制課　広永　賢司

( 旧 :Twitter)
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大阪市消防局では、新春の大
阪市消防出初式に備え、会場と
なるATCで早朝から事前訓練
を行っています。
一斉放水の訓練に備える消

防車両の車列と朝日が映える
一枚となっています。

新年。当たり前だが毎年この日は巡り来る。阪神・淡路大震災が発
生した1月17日。30年前といえば昔のことだ。本号特集にあるご
とく我が家は半壊した。避難所生活も経験した。身をもって初めて
平穏な日常のありがたさを知る。それでも「運」は良かったというべ
きだろう。あれほどの大地震を経てなお今も筆を執れている。災害
ではほんのわずかな差が命運を分けることもある。
ある偉人は「幸運の女神は準備されたところにやってくる」と言っ

たとか。運を呼び込むためには準備が何よりも大切だと。年月が街
を復興させても「いつなんどき」起こるか分からないのが災害だ。
「備え」を怠ってはならない。（Ｏ）


